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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策や日銀の金融緩和の継続などによ

り企業収益や所得・雇用環境の改善が見られ、また原油安が消費にプラス材料となりましたが、中

国を始めとするアジア新興国経済の急激な減速などの影響により輸出・生産の弱含みや設備投資に

も様子見姿勢が見られ、また米国の金融政策の変化もあり、景気は緩やかな回復基調にあるものの

足踏み状態となり、先行き不透明な状況となりました。

建設業界におきましては、景気の緩やかな回復基調に伴い民間建設投資は堅調に推移しましたが、

政府建設投資の頭打ち感が強まり、全体の建設投資は減少し、また資材費や労務費などのコスト上

昇が一服し工事採算の改善がみられたものの、受注競争が激しくなるなど、厳しい環境で推移いた

しました。

このような状況の下、当社は営業展開の強化をはかり、また施工人員の確保に注力し、引き続き

コスト低減に取組み、受注量の確保と収益性の改善をはかってまいりました。

その結果、当第３四半期累計期間の受注高は、地盤改良工事の受注が順調に推移し、気泡コンク

リート工事の受注も回復したことにより、工事全体の受注高は3,523百万円（前年同期比27.9％増）

と増加しましたが、売上高につきましては、前事業年度からの繰越工事が少なかったことや工期の

ずれ込みもあり、主力の気泡コンクリート工事の完成工事高が大幅に減少したことから、工事全体

の完成工事高は2,672百万円（前年同期比13.2％減）となり、商品販売を含めた全体の売上高も

2,688百万円（前年同期比14.0％減）となりました。

各段階の損益につきましては、売上高の減少や販管費の増加がありましたが、施工効率の向上に

取組むとともにコスト低減に注力した結果、完成工事総利益率が改善し営業利益65百万円（前年同

期比20.2％減）、経常利益75百万円（前年同期比17.1％減）、四半期純利益63百万円（前年同期比

18.8％減）となりました。

　なお、当社の主たる事業である建設業の特徴として、完成工事の割合が第４四半期会計期間に偏

るという傾向があります。

（２）財政状態に関する説明

(資産、負債及び純資産の状況)

当第３四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末に比べ161百万円減少し3,400百万円

となりました。その主な要因としましては、現金預金が19百万円増加しましたが、受取手形が98百

万円、完成工事未収入金が139百万円減少したことなどによる流動資産の減少によるものでありま

す。

　負債合計は、前事業年度末に比べ197百万円減少し2,071百万円となりました。その主な要因とし

ましては、短期借入金が43百万円、未払金が35百万円増加しましたが、支払手形が92百万円、長期

借入金が150百万円減少したことなどによるものであります。

　純資産合計は、前事業年度末に比べ35百万円増加し1,329百万円となりました。その主な要因と

しましては、当第３四半期累計期間に四半期純利益を計上したことにより、利益剰余金が増加した

ことによるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年３月期通期業績予想につきましては、平成27年10月30日に公表しました業績予想を修正

しております。

詳細につきましては、本日（平成28年２月５日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお

知らせ」をご参照ください。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 該当事項はありません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 690,865 710,552

受取手形 348,228 250,064

完成工事未収入金 982,128 842,528

売掛金 9,396 1,835

未成工事支出金 3,355 5,143

原材料及び貯蔵品 29,427 46,679

前払費用 15,607 18,402

繰延税金資産 13,138 3,742

その他 20,846 78,187

貸倒引当金 △158 △145

流動資産合計 2,112,835 1,956,990

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 54,182 60,005

構築物（純額） 2,024 1,969

機械及び装置（純額） 59,774 55,033

車両運搬具（純額） 3,665 2,518

工具、器具及び備品（純額） 4,421 5,487

土地 1,122,839 1,122,839

リース資産（純額） 42,815 34,573

有形固定資産合計 1,289,723 1,282,428

無形固定資産

ソフトウエア 4,928 3,801

電話加入権 2,350 2,350

無形固定資産合計 7,279 6,152

投資その他の資産

投資有価証券 32,300 31,826

関係会社出資金 36,668 36,668

破産更生債権等 6,591 6,591

長期前払費用 2,739 2,806

繰延税金資産 － 2,710

敷金 12,858 12,911

ゴルフ会員権 83,505 83,505

貸倒引当金 △22,006 △22,006

投資その他の資産合計 152,657 155,013

固定資産合計 1,449,659 1,443,594

資産合計 3,562,494 3,400,585
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(単位：千円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 828,783 735,944

工事未払金 329,655 338,156

短期借入金 112,000 155,330

1年内返済予定の長期借入金 200,000 195,000

リース債務 11,643 11,643

未払金 60,505 96,287

未払費用 10,851 11,329

未払法人税等 10,119 3,370

未払消費税等 31,273 24,309

未成工事受入金 634 1,306

賞与引当金 28,233 5,774

完成工事補償引当金 3,330 2,615

その他 4,785 11,353

流動負債合計 1,631,816 1,592,421

固定負債

長期借入金 385,000 240,000

リース債務 33,751 25,019

繰延税金負債 1,895 －

退職給付引当金 169,210 173,800

役員退職慰労引当金 47,426 40,274

固定負債合計 637,283 479,093

負債合計 2,269,099 2,071,515

純資産の部

株主資本

資本金 209,200 209,200

資本剰余金

資本準備金 180,400 180,400

資本剰余金合計 180,400 180,400

利益剰余金

利益準備金 24,050 24,050

その他利益剰余金

別途積立金 985,000 985,000

繰越利益剰余金 △108,108 △72,112

利益剰余金合計 900,941 936,937

自己株式 △1,529 △1,529

株主資本合計 1,289,011 1,325,007

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4,384 4,062

評価・換算差額等合計 4,384 4,062

純資産合計 1,293,395 1,329,070

負債純資産合計 3,562,494 3,400,585
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 3,127,286 2,688,876

完成工事高 3,080,378 2,672,921

商品売上高 46,908 15,954

売上原価 2,644,379 2,188,031

完成工事原価 2,607,519 2,175,476

商品売上原価 36,859 12,555

売上総利益 482,907 500,845

完成工事総利益 472,858 497,445

商品売上総利益 10,048 3,399

販売費及び一般管理費 400,337 434,977

営業利益 82,569 65,868

営業外収益

受取利息 40 61

受取手数料 245 299

受取配当金 646 660

受取技術料 15,651 11,957

雑収入 175 2,887

営業外収益合計 16,760 15,865

営業外費用

支払利息 6,665 6,286

雑支出 1,703 42

営業外費用合計 8,368 6,328

経常利益 90,961 75,405

特別利益

固定資産売却益 213 374

特別利益合計 213 374

税引前四半期純利益 91,175 75,779

法人税、住民税及び事業税 8,920 7,530

法人税等調整額 4,333 4,942

法人税等合計 13,253 12,472

四半期純利益 77,922 63,307
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

決算短信 （宝印刷）  2016年02月04日 16時44分 9ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



麻生フオームクリート株式会社(1730) 平成28年３月期 第３四半期決算短信

― 8 ―

４．補足情報

受注高、完成工事高及び繰越工事高

　

(1) 受注高

（単位：千円、％）

　 期 別

工事別

前第３四半期累計期間
（自 平成26年４月１日
　 至 平成26年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自 平成27年４月１日
　 至 平成27年12月31日）

前事業年度
（自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日）

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

気泡コンクリート工事 2,404,839 87.3 2,669,181 75.8 3,154,223 86.7

地盤改良工事 349,107 12.7 845,635 24.0 481,139 13.2

その他工事 600 0.0 8,250 0.2 2,000 0.1

合計 2,754,546 100.0 3,523,066 100.0 3,637,363 100.0

(2) 完成工事高

（単位：千円、％）

　 期 別

工事別

前第３四半期累計期間
（自 平成26年４月１日
　 至 平成26年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自 平成27年４月１日
　 至 平成27年12月31日）

前事業年度
（自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日）

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

気泡コンクリート工事 2,716,557 88.2 1,935,149 72.4 3,514,277 87.2

地盤改良工事 363,220 11.8 729,522 27.3 512,354 12.7

その他工事 600 0.0 8,250 0.3 2,000 0.0

合計 3,080,378 100.0 2,672,921 100.0 4,028,632 100.0

(3) 繰越工事高

（単位：千円、％）

　 期 別

工事別

前第３四半期累計期間末
　 平成26年12月31日

当第３四半期累計期間末
　 平成27年12月31日

前事業年度末
　 平成27年３月31日

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

気泡コンクリート工事 471,622 95.1 1,157,318 90.4 423,286 98.4

地盤改良工事 24,110 4.9 123,120 9.6 7,007 1.6

その他工事 ― ― ― ― ― ―

合計 495,732 100.0 1,280,438 100.0 430,294 100.0
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